
 

 

 

 

 

 

６月１０日（火） 株式会社シンフォニア東武 代表取締役 西潟弘悦様を講師に招き、 

「働くこと」について講義をしていただきました。 

株式会社シンフォニア東武は東武鉄道（株）の特例子会社で、運転手や車掌が宿泊する施設やソラ

マチのバックヤード等の清掃業務、東武鉄道で使用するポスターの仕分け等の事務業務を行ってい

る会社です。 

講義の中では「ワークライフバランス」が崩れないようにバランスよく時間を使う事の大切さや、

会社に何をするために行くのか、どんなことに気を付けて働けばよいのかなどの働く姿勢について

の話がありました。進路を選択する上で、最後のまとめで使用されたスライドが学年問わずとても

大切ですので、在学中から身につけてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１４日（土）同窓会・成人を祝う会が開催され、１期生～１６期生の卒業生が来校し友達や教

員とのつかの間の時間を楽しみました。 

今年の３月に卒業した卒業生も多くの来校し、就職をして３か月しか経っていませんが顔つきも

大人の表情をしていました。社会人になって学生との違いに戸惑うこともあるようですが、お給料

をもらえる喜びや大変さ、仕事に対する責任感など感じることができているようです。 

１年以上働いている卒業生は仕事の流れがわかってきて、現場実習ではやらなかった業務に取り

組んだり、フォークリフト等の資格取得にチャレンジしたりと、それぞれがスキルアップをしてい

るように感じました。卒業と同時に入社した職場で何年も活躍している卒業生、転職して新しい職

場で活躍をしている卒業生と卒業後の進路は一人ひとり違いますが、それぞれの場所で立派に働い

ているようです。 

また、卒業生から「実習生来ないの？」という話も多くありました。卒業生は皆さんが現場実習や

就労先として同じ会社に来てくれることを楽しみにしているようです。現場実習で先輩と一緒に仕

事をする機会があれば、ぜひ先輩から働く姿勢等たくさん学んできてください。 
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卒業生頑張っています！ 

裏面もあります 



 

 

 

 

卒業後、仕事の悩みや困ったこと、不安なことなどを相談できる支援機関です。定期的に企業訪

問をしていただき、何か問題があれば本人や会社と相談をして問題解決に向けて一緒に考えてくれ

る機関でもあります。また、職場定着支援や転職・再就職の相談支援を行っています。 

埼玉県には市町村の設置する市町村障害者就労支援センター（県内４１か所）と「就業面」「生活

面」の一体的な相談・支援を行う障害者就業・生活支援センター（県内に１０か所）があります。 

支援センターについて２年生の職業で学習し、３年生になってから登録予定の支援センターとの

顔合わせ会があります。今年度は６月２７日（金）の午後に実施されます。 

 

※登録や利用にあたって費用はかかりません。 

※利用要件は設置してある市町村に住んでいて障害のある方。 

※開設日時や登録時期は支援センターによって異なります。詳細は３年生になったら説明をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援センターとは 

障害者就労支援センター 

障害者就業・生活支援センター 


